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アスリートのパイプライン

競技性への発展
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スポーツとの出会い

競技の基盤構築

国際競技力向上Ⅰ

社会貢献

社会人Ⅳ

スポーツとの関わり

社会との繋がり組織貢献

国際競技力向上Ⅱ

社会との繋がり

競技選択

遊びの延⾧

競技力向上
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ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）

NTC
ウエスト

JISS

アスリート
ヴィレッジ

陸上トレーニング場 味の素フィールド
西が丘

NTC
イースト

日本の国際競技力向上の中核拠点
（@東京都北区西が丘）

国立スポーツ科学センター（JISS）

研究設備
トレーニングジム
クリニック
専用トレーニング場
レストラン
宿泊施設 など

ナショナルトレーニングセンター（NTC）

専用トレーニング場 トレーニングジム レストラン 宿泊施設など

イーストウエスト

【3つの主な機能】
・トレーニング機能
・スポーツ医・科学、情報機能
・生活環境機能（宿泊、食事など）
利用者：オリパラ強化指定アスリート
約2,100名

研究支援
パフォーマンスファースト

Copyright (C)  JAPAN SPORT COUNCIL HPSC
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HPSC 運営部 ハイパフォー
マンス戦略部

NTC

2016-

・運営調整課
・会計課
・施設管理課
・事業課

・事業支援課
・開発課
・戦略課

事務部

・事業支援課
・事業推進課
・医事課

スポーツ科学
研究部門

スポーツ医学
研究部門

連携・協働
推進部

・地域HPSC推進課
・産学協働推進課

国際情報
戦略部

・事業支援課
・事業企画推進課

JISS

2001-

・ウエスト (2008-)
・イースト (2019-)

2023- 2023- 2023-

JSC

戸田艇庫

HPSC

ハイパフォーマンススポーツセンター組織体制図

Copyright (C)  JAPAN SPORT COUNCIL HPSC
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国立スポーツ科学センター

Japan Institute of Sports Sciences

スポーツ医・科学、情報を駆使して

ハイパフォーマンススポーツに貢献する機関

支援 ⇄ 研究

アスリート・チームの国際競技力向上に貢献

Institute

研究
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国立スポーツ科学センター（JISS）機能

ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）*

主な事例 人員 備考

夏

■オリンピック競技
・体力測定（バドミントン等）
・レース分析（競泳等）
・トラッキング（スポーツクライミング、バドミントン等）
■パラリンピック競技
・低酸素トレーニング（パラ陸上等）
・メンタルサポート（パラ水泳等）

■スポーツ科学研究部門
・博士保有者:52名
・修士保有者:14名

■スポーツ医学研究部門
・医師:10名
・栄養スタッフ:7名
・心理スタッフ:9名
・トレーニングスタッフ:11名
・リハビリテーション:7名
・臨床検査技師:2名
・放射線技師:4名
・薬剤師:2名
・看護師4名
・歯科衛生士2名 等

■海外でのサポート:
オリパラ、世界選手権等、NFが実施する

国際競技力向上に関する強化活動（競技大
会、トレーニング、合宿等）に帯同し、ア
スリート支援を実施

■支援内容（例）:
コンディショニング（リハ・ケア）、ト

レーニング・障害予防、競技会における映
像の撮影・フィードバック、栄養相談・分
析、動作分析、心理カウンセリング等冬

■オリンピック競技
・風洞（スピードスケート、スキージャンプ等）
・トレーニングサポート（スノーボード等）
■パラリンピック競技
・遠征時コンディショニング（パラアルペン等）

夏

■オリンピック競技
・陸上リレーのバトンパス技術
・採点競技における演技の出来栄えの決定要因（トランポリン）
・スプリント走の能力・技術の測定・評価（陸上短距離）
・腸内細菌による競技コンディションの測定
■パラリンピック競技
・パラアスリートの筋グリコーゲン測定

■海外機関との連携協定 8カ国13機関
・オーストラリア･スポーツ･コミッショ
ン、国立スポーツ体育研究所（フランス
／INSEP）、UKスポーツ 等

■海外との共同研究
・INSEPとの共催カンファレンス
（例:環境ストレスを利用したピークパ
フォーマンス）
・国際競技連盟ワールドローイング
（例:バーチャルスポーツフォーラム）

■その他

冬

■オリンピック競技
スノーボードの障害・外傷予防
■パラリンピック競技
シットスキー選手の体力・滑走技術に関するデータ収集

支
援

*国立スポーツ科学センター（JISS）とナショナルトレーニングセンター（NTC）が持つスポーツ医・科学、情報
等による研究、支援及び高度な科学的トレーニング環境を提供し、ハイパフォーマンススポーツの強化に貢献。

2025年4月1日時点

研
究



JAPAN SPORT COUNCIL 7

風洞実験棟（スキージャンプの空中姿勢等に関する検討）

コンディショニングスペース（JISS棟 2F）High Performance Gym

各種測定室（大型トレッドミル、環境制御室）

クリニック・リハビリテーション（MC,診療,各種測定•検査,等）

低酸素トレーニング室（酸素濃度：18.6-11.2%）
（海抜1,000-5,000m相当）

Copyright (C)  JAPAN SPORT COUNCIL HPSC
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支援の方法論化（メソッド化）
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オリンピック競技大会

参加国・地域数 207

2024年7月26日〜8月11日

パラリンピック競技大会

参加国数 185

2024年8月28日〜9月8日

情報の宝庫

オリンピック・パラリンピック ＝ 最新の知見を収集
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スポーツ医・科学支援の視点

・ルール、レギュレーション

・環境Ⅰ（屋内外,気温,湿度等）

・休息時対応（ベンチワーク,水分補給等）

・環境Ⅱ（観客の入り,応援の質と量）

・メディアへの対応等

トータルコンディショニング

ボート

アーチェリー

バドミントン

卓球

・選手村等での過ごし方

・現地への移動

Paris 2024 Olympics 07.26-8.11
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学術論文（原著論文・実践研究・事例報告等）採択数

• 2008年度以降の学術論文の採択数（年度ごと（左）と中期目標期間ごと（右））。

• 採択数（全体）は2020年が最多。減少傾向にあるものの高い水準が維持されている。
（参考）第2期→第3期及び第2期→第4期の採択数増加率

全体：1.6倍、2.6倍 英語論文：1.7倍、3.4倍 日本語論文：1.4倍、1.8倍第2期→第4期

• 採択論文全体に対する英語論文の割合は、第2期から第4期にかけて上昇傾向にある。
第2期：47.8%、第3期：52.3%、第4期：63.5%

*速報値*

*速報値*

Copyright (C)  JAPAN SPORT COUNCIL HPSC

（2023～）（2018～2022）（2013～2017）（2008～2012）

科学的根拠に基づく支援（エビデンス ベースド）
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学術誌・ガイドブック等による成果の普及の推進

2021年2月出版

2022年3月発行2020年3月発行

2023年8月出版 2023年9月出版

ハイパフォーマンススポーツセンター
（HPSC）が作成している
学術誌・ガイドブック等はこちらから

【書籍】

【学術雑誌】

【ガイドブック等】

2025年4月出版
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Ⓡ Ⓡ

Copyright (C)  JAPAN SPORT COUNCIL HPSC



※ Talent Identification and Development

タレント発掘

TID

育成

強化

メダル
獲得

スポーツ科学
スポーツ医学
スポーツ情報

スポーツ科学
スポーツ医学
スポーツ情報スポーツ科学

スポーツ医学
スポーツ情報 HPSCパッケージの

活用と展開

一般の小学生、中学生等 地域の高齢者等

※

各分野の専門家との連携協力／HPSC支援の展開
（より分かりやすく簡便に）

ハイパフォーマンスの向上
（高度なスポーツ医学・科学、情報の活用)

×
AI

DX

科学
技術

久木留,日本臨床スポーツ医学会誌,2022一部改編

体力測定

映像技術暑熱対策

etc

HPSCパッケージ

栄養関係

スポーツ医・科学、情報に関する
支援のパッケージ化

HPSC支援の活用と展開／ハイパフォーマンスからライフパフォーマンスへ
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HPSC International Network Hub

シンガポール
Sport Singapore
(2023.10@HPSC)

カタール
ASPIRE Academy

ASPETAR
(2024.2@QAT)

アセアン諸国

中東

カナダ

COPSIN Network
(2024. 8@Paris 2024)

フランス
INSEP

(2023.10@INSEP)

英国
UK Institute of Sport

(2024.8 @Paris 2024)

イタリア
AIS European Training Center

(2024.8 @Paris 2024)

スイス

ローザンヌMSI

オーストラリア
Australian Institute of Sport

Queensland Academy of Sport
Queensland大学パラリンピックセンター

(2024.7 @ Paris 2024)

HPSC Singapore
HPSC QATAR

HPSC Lausanne

HPSC UK

HPSC Paris

HPSC Italy

HPSC Canada

ヨーロッパ

HPSC Australia 人材育成プログラム

海外トレーニング拠点
NFの海外トレーニング拠点として
活用。強化カレンダーの情報調査を
経て、戦略的な海外トレーニング拠
点の拡大も視野に入れる。

スポーツ医・科学・情報人材の
育成拠点として活用
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未来を育てよう、スポーツの力で。




